
「家庭の日」作文コンクール入賞者

「
弟
」
　
富
士
松
中
学
校
３
年
　
南
川
つ
か
さ

　毎月第3日曜日を「家庭の日」と定め、その啓発事業として「家庭の日」作文コンクールを実施したところ、次の
皆さんが入賞しました（敬称略）。� 問　生涯学習課（☎62-1036）

【
最
優
秀
】（
６
人
）

「
真
夏
の
10
分
間
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
加
藤
瑠
七
（
平
成
小
４
年
）

「
お
母
さ
ん
へ
の
本
当
の
気
持
ち
」
池
田
來
聖
（
平
成
小
５
年
）

「
何
に
も
な
い
楽
し
い
夏
休
み
」
加
藤
虹
花
（
富
士
松
北
小
６
年
）

「
こ
れ
か
ら
の
三
年
半
」
毛
利
帆
那
（
刈
谷
南
中
１
年
）

「
我
が
家
の
手
作
り
ケ
ー
キ
」
浅
井
柊
人
（
富
士
松
中
２
年
）

「
弟
」
南
川
つ
か
さ
（
富
士
松
中
３
年
）

【
優
秀
】（
６
人
）

「
初
め
て
の
は
な
れ
ば
な
れ
」
池
田
玲
実
（
小
垣
江
小
４
年
）

「
感
謝
の
十
日
間
」
安
藤
良
二
（
衣
浦
小
５
年
）

「
日
記
」
江
坂
友
希
（
双
葉
小
６
年
）

「
家
族
と
い
る
と
」
畠
山
慶
幸
（
朝
日
中
１
年
）

「
逃
げ
る
と
い
う
こ
と
」
中
川
紗
良
（
刈
谷
南
中
２
年
）

「
他
界
し
た
祖
父
の
大
切
さ
」
山
内
遥
香
（
刈
谷
東
中
３
年
）

【
入
選
】（
51
人
）

小
髙
奏
真
・
加
藤
智
乃
・
山
田
玲
華
（
亀
城
小
）、
川
口
源
太
郎
・
中
西

虎
杏
・
吉
田
歩
久
乃
（
小
高
原
小
）、
山
田
琉
捺
・
三
輪
愛
輝
・
南
幸
羽

（
日
高
小
）、
泉
こ
と
は
・
小
嶋
孝
一
郎
（
衣
浦
小
）、
佐
藤
匠
真
・
矢
島

雅
・
川
上
僚
介
（
住
吉
小
）、
丸
岡
有
汰
・
菊
谷
愛
華
・
牧
野
葵
香
（
か

り
が
ね
小
）、
平
川
あ
こ
（
平
成
小
）、
堤
田
葵
心
・
内
藤
歌
保
・
森
奏

陽
（
富
士
松
南
小
）、
松
岡
瞬
太
朗
・
神
谷
勇
輝
（
富
士
松
北
小
）、
久

米
帆
乃
・
濱
村
拓
飛
・
義
野
蒼
空
（
富
士
松
東
小
）、
長
谷
川
葵
・
毛
内

俊
介
（
小
垣
江
小
）、
柘
植
煌
月
・
細
田
優
月
・
鈴
木
琳
太
郎
（
小
垣
江

東
小
）、
辻
青
波
・
田
中
愛
羽
（
双
葉
小
）、
伊
藤
羽
奏
・
杉
浦
真
太
郎
・

松
山
未
空
（
東
刈
谷
小
）、
北
田
睦
実
・
丸
山
も
も
香
・
重
野
遥
香
（
朝

日
小
）、
杉
浦
佳
甫
（
刈
谷
南
中
）、
飯
村
芽
生
・
阿
知
波
み
の
り
（
刈

谷
東
中
）、
近
藤
舞
奈
美
（
富
士
松
中
）、
加
藤
妃
乃
・
中
西
美
咲
・
薄

井
友
里
奈
（
雁
が
音
中
）、
江
坂
茉
奈
・
大
多
詠
麻
・
石
徹
白
騎
平
（
依

佐
美
中
）、
河
合
顕
志
良
・
田
邉
み
ゆ
（
朝
日
中
）

　

私
に
は
四
歳
年
下
の
弟
が
い
る
。
は
っ
き
り
言

っ
て
し
ま
え
ば
、
生
意
気
な
弟
の
こ
と
が
大
嫌
い

だ
。
逆
に
、
弟
も
好
き
な
家
族
ラ
ン
キ
ン
グ
で
私

の
こ
と
を
ダ
ン
ト
ツ
の
最
下
位
と
し
て
い
る
。
口

げ
ん
か
も
絶
え
ず
、
毎
日
の
よ
う
に
母
の
「
う
る

さ
い
」
と
い
う
ゴ
ン
グ
が
鳴
る
ま
で
言
い
争
っ
て

い
る
。

　
生
意
気
で
口
の
悪
い
弟
に
、「
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
」
と
い

う
診
断
が
下
さ
れ
た
の
は
、五
年
前
。幼
い
頃
か
ら
、

家
族
み
ん
な
で
弟
に
振
り
回
さ
れ
て
き
た
。
小
学

校
に
入
れ
ば
落
ち
着
く
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
が

そ
う
は
な
ら
な
か
っ
た
た
め
病
院
を
受
診
し
た
と

こ
ろ
、
夏
休
み
明
け
に
原
因
が
分
か
っ
た
。
母
も

私
も
、
弟
に
対
す
る
周
囲
の
視
線
が
気
に
な
り
、

疲
れ
切
っ
て
い
た
が
、
数
あ
る
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
の
症
状

の
中
か
ら
、「
自
閉
症
気
味
の
多
動
衝
動
性
Ａ
Ｄ
Ｈ

Ｄ
」
と
診
断
さ
れ
た
こ
と
で
、
私
た
ち
家
族
は
逆

に
安
心
感
を
覚
え
た
。

　

診
断
さ
れ
て
か
ら
は
、
薬
や
私
た
ち
家
族
が
弟

の
障
害
と
向
き
合
い
、
弟
が
将
来
苦
労
す
る
こ
と

が
、
少
し
で
も
減
る
よ
う
に
努
力
し
た
り
、
支
援

し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

私
た
ち
は
弟
の
真
実
を
知
っ
て
い
る
。
真
実
を

知
っ
た
上
で
弟
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

し
、
ど
う
考
え
て
も
、
私
た
ち
家
族
以
外
の
人
た

ち
が
、
弟
を
見
た
と
き
、
障
害
を
持
っ
て
い
る
子

ど
も
で
あ
る
と
気
づ
く
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
ヘ

ル
プ
マ
ー
ク
や
発
達
障
害
と
い
う
言
葉
が
世
の
中

で
認
知
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
は
い
え
、
弟
の
様
子
を

見
て
不
快
に
感
じ
た
り
、
懐
疑
的
な
視
線
を
送
っ

た
り
す
る
周
囲
の
方
々
が
い
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
し
、
実
際
に
私
も
感
じ
取
っ
て
い
る
。
そ
れ
は

き
っ
と
弟
も
感
じ
て
い
る
こ
と
だ
。
し
か
し
、
私

た
ち
の
前
に
い
る
弟
は
、
い
つ
で
も
、
誰
に
で
も
、

明
る
く
振
る
舞
っ
て
い
る
。
で
も
、
き
っ
と
弟
に

し
か
分
か
ら
な
い
、
彼
な
り
の
思
い
や
辛
さ
や
苦

労
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
は
、
な
ん

と
な
く
で
は
な
く
、
は
っ
き
り
と
感
じ
て
い
る
。

　

そ
う
考
え
て
い
く
と
、
憎
た
ら
し
い
と
感
じ
る

こ
と
が
多
々
あ
る
彼
は
、
強
い
意
志
や
心
の
強
さ

を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
始

め
た
。
私
は
、
彼
の
よ
う
に
が
ん
ば
る
こ
と
が
で

き
て
い
る
か
。
自
分
を
見
直
す
き
っ
か
け
と
も
な

っ
た
。

　
ま
た
、
弟
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
。

学
校
や
家
庭
で
は
で
き
な
い
体
験
を
さ
せ
て
も
ら

え
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
時
間
を
弟
は
気
に
入
っ
て

お
り
、
そ
こ
で
作
っ
た
コ
ー
ス
タ
ー
を
め
ず
ら
し

く
私
に
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
た
。
弟
の
成
長

や
私
に
対
し
て
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
る
よ
う

な
、
素
敵
な
体
験
が
で
き
る
時
間
な
の
だ
と
思
う

と
、
と
て
も
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
る
。
し
か
し
、

そ
こ
で
彼
の
課
題
を
ま
た
一
つ
知
る
こ
と
と
な
っ

た
。
数
字
に
弱
い
こ
と
だ
。
漢
字
の
書
き
取
り
な

ど
の
宿
題
は
前
向
き
に
取
り
組
む
が
、
算
数
は
よ

く
サ
ボ
る
。
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
時
計
を
読
み

取
れ
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
り
、
時
間
を
間
違
え
た

り
す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
だ
。
そ
う
い
っ
た
意
味

で
も
、
も
ち
ろ
ん
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
力
を
借
り
な

が
ら
、
家
族
も
支
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
る
。

　
私
は
冒
頭
で
弟
の
こ
と
が
大
嫌
い
だ
と
書
い
た
。

好
き
か
と
言
わ
れ
る
と
や
っ
ぱ
り
嫌
い
だ
が
、
弟

が
毎
日
の
当
た
り
前
だ
と
さ
れ
る
生
活
の
中
で
苦

労
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
し
て
、
彼
な

り
の
ペ
ー
ス
で
彼
ら
し
く
成
長
し
て
い
る
こ
と
に

も
気
づ
い
た
。
そ
し
て
、
様
々
な
人
が
い
て
、
一

人
一
人
が
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
社
会
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

最
後
に
冒
頭
の
言
葉
を
訂
正
し
て
締
め
く
く
ろ
う

と
思
う
。
大
嫌
い
だ
と
思
っ
て
い
た
弟
だ
が
、
彼

ら
し
く
、
明
る
く
振
る
舞
う
、
新
し
い
一
面
を
知

る
こ
と
が
で
き
た
弟
の
こ
と
が
大
好
き
だ
。
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